
令和４年度共同研究一覧

施設名 相手先企業名 研究名

株式会社二上 二歯式ポンプ米粉搬送及び高速攪拌機能を有する試験機の試作

東日本リサイクルシステム
ズ株式会社

エアコン用コンプレッサー分解・分別支援システムの開発

室内気候研究所 潜熱蓄熱材（PCM)と調湿材を適用した内装材よる結露防止に関
する研究

伊藤ハムデイリー株式会社 惣菜加工工程における煮玉子投入装置の開発

秋田職業能力開発短
期大学校

大館市
大館市ゼロカーボンシティ実現に向けた秋田杉を活用する「大館
版小規模木造倉庫」の開発

三進興産株式会社 ソルボセインを用いた小型免振装置の分析及び評価

株式会社コーヤシステムデ
ザイン

手動車いす電動化ユニットの走行部および脱着機構に関する研究

株式会社ニチヨー 携帯型ゲートボール採点器の振動機能実装評価

千博産業株式会社
（株式会社evoltz）

木造住宅用制振装置の実験モデルの開発

浜井産業株式会社 ラップ盤のワーク自動取出しに関する研究

株式会社ダイサン 荷積パレット運搬用台車の電動化に係る調査研究

千葉職業能力開発短
期大学校

株式会社ハイテック 未利用資源を利用した建築材料の開発（卵殻を利用した建築材料
の開発）（その２）

魚津市役所 バス乗降者数調査システムの開発（その２）

杉山製機株式会社
大型手動シャッターの落下防止装置の開発研究（その２）－オー
バースライディングドア用落下防止装置の開発ー

北陸金属工業株式会社
軸受素材の非接触検査・計数システムの開発ー画像処理を利用し
た事例（軸受生産工程について）－

株式会社ナチベアリング製
造

生産性向上に寄与する自動検査装置の開発－画像処理・振動音検
査等、検査自動化用ロボットハンドリングの最適化－

魚津市役所 蜃気楼自動判定システムの開発

新潟職業能力開発短
期大学校

吉原寫眞館 オリジナルイーゼルの設計・製作

石川職業能力開発短
期大学校

TMS工業株式会社
「工場の見える化に向けた作業支援ツール」および「工場の見え
る化に向けたシステムの構築」

株式会社ユタカ
切削工具の管理技術と工具研削技術と技能の継承方法に関する研
究

国立大学法人徳島大学 極間距離自動制御機構の動作特性と加工特性に関する研究

レック株式会社 アスパラガス等長物青果出荷調整機に係る研究

株式会社システック バジルの出荷予測システムの試作、および出荷予測に係る研究

ペンタリンク株式会社 FSR（Field Scouting Robot）の試作と制御に係る研究

株式会社CiNK 有害鳥獣類スマートガードシステムの研究

株式会社フジ設計 建築構造物のモニタリングを活用した計測技術の開発

ハヤミ工産株式会社 ディスプレイスタンド等の強度・耐震性能向上手法に関する開発

有限会社田園都市設計 伝統的木造建築物の構造性能に関する実験的研究

滋賀県立大学環境科学部環
境建築デザイン学科陶器浩
一研究室

建築構造材としての竹材の防虫防腐処理の確立と構造性能に与え
る影響および竹集成材の基準強度に関する研究

近畿職業能力開発短
期大学校

東北職業能力開発
大学校

関東職業能力開発
大学校

北陸職業能力開発大
学校

東海職業能力開発短
期大学校

浜松職業能力開発
短期大学校

※ 研究名をクリックすると概要書ページにジャンプしま

す。概要書ページの右上にある「一覧へ戻る」をクリッ

クすると令和４年度共同研究一覧に戻ります。



施設名 相手先企業名 研究名
滋賀職業能力開発短
期大学校

滋賀県立八幡工業高等学校 教材用数値制御工作機械の研究開発

女布万願寺とうがらし生産
組合 ディープ・ラーニングによる万願寺とうがらし選別装置の開発

黒谷和紙協同組合 楮の表皮剥がし機の設計・製作（表皮のねじれ改善機構方式）

独立行政法人大学機構金沢
大学人間社会研究域人間科
学系

Ｘ線応力測定システムを活用したインフラの強度保障のための基
礎実験装置の設計・製作

十和コンサルタント有限会
社 害獣捕獲支援システムおよび捕獲状況通知装置の改良と実証実験

合同会社佐藤プランニング オープンソフトウェアを活用した放置林の森林計測

倉敷市倉敷科学センター 天体望遠鏡の制御システムの開発

株式会社センシュー
良品画像のみで機械学習したAIによる鋳物製品の画像検査方法の
開発

真和漁業生産組合 海洋ロボット（水中ドローン）の実用化研究

星高山隕石会 島ノ星山ランドスケープの整備に係る施工法の研究

株式会社京伸精機 ＡＩを使用したねじ切加工再検査システムの研究開発

オー・エイチ・ティー株式
会社

高校生向けドローン学習体験教室用教材の開発・研究

フジタ自動車工業株式会社
トラック荷台製造における溶接歪みのばらつきに影響を及ぼす要
因の研究

株式会社プレックス テープカット装置の開発

有限会社トヨクニ
土佐打ち刃物での多品種少量生産における高能率な治具に関する
研究

YAMAKIN株式会社
IoTによる製品の歩留まり情報と環境値を活用した管理システムの
開発

株式会社ササキコーポ
レーション

船底点検ロボットと水中スコープの開発

学校法人文理学園日本文理
大学

３D造形加工機の制御品質向上技術を応用した３D切削加工機への
適用について

協和商工株式会社 フレキシブル検査システムの開発

株式会社未来工房 構造性能評価のための水平構面に関する実験的研究

合同会社ルキオラエス
テート

手袋縫製に向けたDF技術の適用について

川内職業能力開発短
期大学校

事業協同組合薩摩川内市企
業連携協議会

防災型モニタリングシステムの開発

拓南製鐵株式会社 スケール清掃ロボットの開発

株式会社沖縄トータル
サービス

昆布自動結び機の開発に係る研究

株式会社クロトン 沖縄型木造住宅の耐力壁開発

株式会社クロトン 壁体構成の透湿抵抗比の違いによる夏型結露の研究

黒糖本舗垣乃花 ピーナッツクランチ裁断システムの開発

黒糖本舗垣乃花 個包装判別装置の開発

高知職業能力開発短
期大学校

九州職業能力開発大
学校

沖縄職業能力開発大
学校

京都職業能力開発
短期大学校

中国職業能力開発大
学校

島根職業能力開発短
期大学校

福山職業能力開発短
期大学校

四国職業能力開発大
学校
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【様式１】 

概 要 書 

研 究 名 

 

バス乗降者数調査システムの開発（その２） 

 

民間機関等 

(相手方)の名称 

 

魚津市 

 

研究の概要 

1.研究の目的 

市民バス運行事業において、その必要性の検証としてバス利用者の乗降

者数調査を行ってきました。現在、各バス停での乗車人数および降車人数

は、バス運転手にその都度、記入用紙に記録し提出してもらっています。 

一方、記録された情報（データ）は、単なる記録にとどまらず蓄積し分

析することができるなど、活用できることが重要と考えます。またそのよ

うなデータがはじめから電子化、さらには即時に把握できれば、その分析

や利用方法もより効果的になると考えます。システムを開発することによ

り、バス運転手や記録集計などの作業負担の軽減及びより安全・安心なバ

ス運行に繋げます。 

また、共同研究と並行して総合制作実習テーマとして本テーマを設定し、

3 名の学生が取り組みます。共同研究の目標の一部を学生の課題として設定

し、共同研究で得られた情報を学生に提供して、学生が製作した成果物の

検証などを実際のバス路線で行います。 

2.研究の内容 

一昨年度からの取り組みにおいては、現状の手作業による部分を電子化

することを目指して、入力アプリケーションとクラウド上のデータベース

システムおよび Web アプリケーションを開発しました。 

昨年度は、可能な限り自動的な記録収集を目指すために、画像処理を用い

た開発に着手しました。通信装置として、2019 年度 10 月までバスロケー

ションシステムで使用していたスマートフォンを利用しました。 

今年度は研究終了後に実際にバス内で試用できるシステムの開発を目指し

ます。具体的には一昨年度の取り組みを踏まえた手作業による部分の電子

化として、昨年度の継続で画像処理による乗降客数の計測の併用を行いま

す。そして、計測結果をクラウド上に蓄積して集計等を行うデータベース

システムを構築して、精度の高いシステムを構築します。 
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【様式１】 

概 要 書 

 研究名 
軸受素材の非接触検査・計数システムの開発 

－副題:  画像処理を利用した事例（軸受生産工程について）－ 

民間機関等 

(相手方)の名称 

 

北陸金属工業 株式会社  

 

研究の概要 

申請者は、親会社(㈱不二越)から材料支給を受けて、大型コロ軸受用レース

(SUJ2 外内輪)の鍛造やローリングおよびサイジングなど、熱間鍛造プレスを用

いた加工を行う軸受製造工程の初工程を担っています。粗素材部門であるた

め、材料取扱いが荒く、一般に言われる３Ｋ(汚い・きつい・危険)職場と認識

されています。また、親会社から生産指示を受け、独自に材料(軸受鋼棒材)調

達して、支給金型にて大径軸受の内外輪の「熱間鍛造と歪・スケール除去」を

担っていますが、材料の工程内取り扱いや５M 処理は独立採算で行わねばなら

ないために慢性的なスタッフ不足となり、生産性改善に充分に取り組めない状

況にあります。今回、人手による外観検査を自動化することにより、不良品の

加工数を抑制すると共に、自動検査情報をフィードバック(構内通信)およびリ

アルタイム・モニタリングすることで、不良率低減とマンパワーの付加価値作

業への転換を目指し、労働生産性を安定的に高めることを目的とします。以下

に成果を列挙する。 

ア．画像処理システムの新しい検出運用方法の確立 

⇒『㋐熱間鍛造後採寸異常 ㋑NC 旋盤加工の面性状検査 ㋒ボール盤油穴加工

の精度検査 ㋓プレス機刻印の深さ検査 ㋔コロ成形性状検査』に加えて、㋕

小径軸受完成品の外観検査も併せて対象とした結果、㋐～㋕全てにおいて、

実用に耐え得るレベルの“検出精度と検査信頼性確保”を得ました。 

イ．既存見える化装置の AI・IoT・ICT の高機能化の成果 

⇒“・画像処理検査の情報 ・構内運用 AGV の位置情報 ・稼働率計算表示”

を付加した生産工程の見える化を、親会社の DX 思想に準拠して効率的活用

方法を共同研究にて確認しました。 

ウ．画像処理に付帯する人手検査作業の自動化の成果 

⇒上記ア.イ.項目を運用するために必要な機械的機能を開発しました。 

① 軸受外観検査での“検査書(詳細書)出力とモニタリング装置”の開発 

⇒画像処理による外観検査のリアルタイム情報を、制御 PC を通してモニタ

ーに表示すると共にその内容詳細(数値データと画像)を出力 

②フリーサイズの軸受採寸ポカヨケ装置 

⇒熱間鍛造後採寸異常の検出(1 ㎜単位測定･･･MIN 0.5 ㎜判定)  

（２）製作評価・機能検証の結果と残件 

外観検査画像処理システムは AI を用いた安価なシステムとして開発したが、

目標とする検出項目を可能にした。 
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【様式１】 

概 要 書 

研究名 

生産性向上に寄与する自動検査装置の開発 

－ 画像処理・振動音検査等、検査自動化用ロボットハンドリングの

最適化－ 

民間機関等 

(相手方)の名称 

 

株式会社 ナチベアリング製造  

 

研究の概要 

申請者は、深溝玉軸受やアンギュラ玉軸受を製造する軸受完成品生産会社で

す。また軸受完成品工場であるため、自動車メーカーなど顧客と直接向き合う

ことになり、品質保証面や納期面で問題・課題を多く抱えています。品質管理

の結果が顧客満足(CS)に及ぼす影響は大きく、工程内製品の全数保証の根拠と

なる検査の妥当性が問題となるケースが多く顕在化しています。今回、申請者

が予知保全や品質問題予防対策を 5M 分析した結果、懸念事項のより具体的研

究が必要との考えに至りました。当校の活動を通じて、申請者の品質向上に寄

与する対策により労働生産性の安定的向上につながる結果を求めたいと考え

ています。なお、今回の検査設備および付帯設備にかかる対象の品質管理工程

は、軸受完成品の外観検査画像処理とアンデロン振動音検査とし、前後の内部

搬送を Pick & Place handling でモデル化したいので、対象となる開発機能や

装置を共同研究で具現化することを目的とします。以下に成果を列挙します。 

 

ア．画像処理システムの新しい検出運用方法の確立 

⇒『㋐熱間鍛造後採寸異常 ㋑NC 旋盤加工の面性状検査 ㋒ボール盤油穴加工

の精度検査 ㋓プレス機刻印の深さ検査 ㋔コロ成形性状検査』に加えて、㋕

小径軸受完成品の外観検査も併せて対象とした結果、㋐～㋕全てにおいて、

実用に耐え得るレベルの“検出精度と検査信頼性確保”を得ました。 

イ．既存見える化装置の AI・IoT・ICT の高機能化の成果 

⇒“・画像処理検査の情報 ・構内運用 AGV の位置情報 ・稼働率計算表示”

を付加した生産工程の見える化を、親会社の DX 思想に準拠して効率的活用

方法を共同研究にて確認しました。 

ウ．画像処理に付帯する人手検査作業の自動化の成果 

⇒上記ア.イ.項目を運用するために必要な機械的機能を開発しました。 

① 軸受外観検査での“検査書(詳細書)出力とモニタリング装置”の開発 

⇒画像処理による外観検査のリアルタイム情報を、制御 PC を通してモニタ

ーに表示すると共にその内容詳細(数値データと画像)を出力 

②フリーサイズの軸受採寸ポカヨケ装置 

⇒熱間鍛造後採寸異常の検出(1 ㎜単位測定･･･MIN 0.5 ㎜判定)  

（２）製作評価・機能検証の結果と残件 

外観検査画像処理システムは AI を用いた安価なシステムとして開発しました

が、目標とする検出項目を可能にしました。 
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【様式１】 

概 要 書 

研 究 名 
大型手動シャッターの落下防止装置の開発研究(その２) 

－ オーバースライディングドア用落下防止装置の開発 － 

民間機関等 

(相手方)の名称 

 

杉山製機株式会社  

 

研究の概要 

1.研究の目的 

申請者は長年電動シャッター開閉機を製作しており、平成２９年度から

令和元年度にかけて共同研究において『電動シャッター開閉機の改良設計

手法の研究』を行い、『電動シャッター用の急速落下防止装置』の動作研究

とモデル化を実現しました。また、申請者は電動シャッター開閉機開発の

実績や固有技術を確保していますが、大型シャッターの落下を機構上の特

性を利用して商品開発に結び付けるノウハウや開発研究プロセスを持ち合

わせていない状況に付き、今回、過去の経緯も踏まえて、大型シャッター

の全機種について対応可能な落下防止装置の開発を行います。 

なお、電動シャッター開閉機をベースに手動シャッターへの応用を、主

に急速落下防止装置の設計・検証（装置取り付け方法、装置の作動状況、

構造・機構解析、装置部品の製作方法などの検証）について、共同で行い

たいと考えます。本研究は、短期で実用化を目指すため、令和 3年度から 2

年計画で対象シャッターを特定して、実効性ある落下防止装置の開発を目

指します。よって、令和 3 年度の巻き上げ手動シャッター用落下防止装置

モデリングをベースに、令和 4 年度では“大型のオーバースライディング

ドア”用の落下防止装置(瞬時停止機構)の開発を実践します。 

2.研究の内容 

仕様を満たす落下防止装置の開発は、スライディングドア構造の詳細に

ついて図面検討して、落下に係る機能箇所の洗い出しから問題解決に至る

プロセスを、教員の専門性を的確に展開できるようにスケジューリングし

て実践しました。結果、期限内に所定の仕様を満たしたオーバースライデ

ィングドア用の落下防止装置のモデル化を実現しました。 
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【様式１】 

概 要 書 

 

研 究 名 
 

蜃気楼自動判定システムの開発 

民間機関等 

(相手方)の名称 
魚津市役所 

研究の概要 

魚津市は「蜃気楼の見える街」として、市内外へ蜃気楼に関わる情報

発信を積極的に行っており、市内には複数の観測地点からライブ映像で

蜃気楼の様子を配信しています。同市の埋没林博物館においては、観測

者が蜃気楼の程度を判定しており、判定には経験的要素を必要としてい

ます。そこで、本研究では、蜃気楼の発生および程度の判定を自動的に

行うために、過去の記録映像および気象データを用いて AI(機械学習等）

を利用するシステムの開発を目標とします。 

本研究では、記録動画および画像を基に最適な機械学習の方法と使用

するツールを検討しました。記録画像は機械学習で想定するサイズより

大きいため、蜃気楼の特徴を残した形でリサイズする仕組みを作りまし

た。次に画像データから機械学習を行うシステムを構築しました。PC 環

境においては、画像の取得から加工、機械学習、判定までを一括で行う

システムを構築しました。画像判定は、画像取得から許容範囲内の時間

(1 分以内)で実行することができました。次に、PC と同様の動作環境を

小型端末機に移植しました。しかし、判定に使用する画像サイズや実行

環境による制限によって、機械学習の精度、処理の断続、処理時間の延

長など改善が必要な部分が見られました。今後は、機械学習の様子を分

析し、画像の加工方法や内部ネットワーク層の工夫をすることで改善が

可能であると判断しました。 
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【様式１】 

概 要 書 
 

研 究 名 
「工場の見える化に向けた作業支援ツールの構築」および 

「工場の見える化に向けたシステムの構築」 

民間機関等 

(相手方)の名称 

 

TMS 工業株式会社 

 

研究の概要 

○本研究の目的 

 TMS 工業株式会社（以下「TMS 工業」）および株式会社米泉鉄工所（以

下「米泉鉄工所」）では金属加工機を用いた製品の製造を行なっている。 

金属加工機はオペレータの操作により、自動で加工を行なうものである

が様々な要因により停止することで、生産性が低下することが課題とな

っている。また製造過程でオペレータは複数のマシンの操作を行うこと

から 1つの金属加工機の加工に要する時間等が正確に把握できない。 

 生産性を向上するためには、金属加工機の停止に対し様々な端末から

通知ができること、加工に要する時間を自動で計測・集計・解析した結

果を PC やスマートフォン等で閲覧できることが求められている。 

 石川職業能力開発短期大学校（以下「石川短大」）では、能力開発セ

ミナーや総合製作実習等で IoT 等を活用した訓練を実施されており、今

年度はクラウドサービスを用いてシステムを構築することにより、金属

加工機の停止の通知や金属加工機にセンサを取り付け、センサの信号を

マイコンで管理することで停止状態や、製品 1 つあたりの加工状況を自

動で把握し、IoT で集約した情報をデータベースに登録し、装置の停止の

通知や加工情報の解析を行なう、生産効率の向上の実現を目指す。 

○研究内容 

 本研究はTMS工業と米泉鉄工所の共通の課題に取り組むものであるが、

金属加工機の動作、通知やデータ解析等は 2社で異なる仕様もある。 

  

図 1：TMS 工業（左）と米泉鉄工所（右）のシステム構成（案） 
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【様式１】 

概 要 書 

 

研 究 名 

 

アスパラガス等長物青果出荷調整機に係る研究 

 

民間機関等 

(相手方)の名称 

 

レック株式会社（名古屋市南区豊田 4-8-2） 

 

研究の概要 

 

国内青果市場は，出荷額ではネギが 3位，単位出荷量当たりの出荷額

はアスパラガスが 3位となっており，長物青果が上位にいる．ここでア

スパラガスは，近年出荷額が増加傾向にある． 

 

アスパラガスの出荷の際の作業は，①収穫アスパラガスを選別機に作

業者が投入，②サイズごとにランク分けを行い所定の長さでカット，③

所定重量になるように計量を行い 1束分の本数と重量を調整，④1束の 2

箇所を青果用テープで束ねる，⑤梱包・箱詰め，となっている． 

 

この作業の自動化にあたり，①投入部，②カット部，および④結束部

は，既製品を用いて対応が可能であることから，③に係る作業（計量，

選別，組み合わせ調整）を自動化する装置の開発について，上記機能を

実現する装置開発のための構想設計，機構の検討，サイクルタイム短縮

のための課題抽出と，改善に必要となる技術・装置の検討・製作，検証

を，共同研究で実施する．なお今年度は，構想設計，および装置製作に

向けた目標・仕様の検討，決定を行った． 
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【様式１】 

概 要 書 

 

研 究 名 極間距離自動制御機構の動作特性と加工特性に関する研究 

民間機関等 

(相手方)の名称 
国立大学法人 徳島大学 

研究の概要 

放電加工は、パルス状の電圧の印加された電極と工作物の間（＝極間）

のランダムな位置において単発の放電が生じ、その放電のエネルギーに

よって微小な体積の材料が除去される現象が単位時間当たりに多数繰り

返されることによって進行する。したがって、放電加工機は、材料除去

に寄与する単発放電の単位時間当たりの発生数を可能な限り多くするた

め、電極と工作物の距離（＝極間距離）が常に適切な距離になるように、

極間の電圧と電流の測定値をもとに電極の位置をフィードバック制御に

よって常時調整している。当然のことながら、このような制御系の構築

には、通常、極間の電圧・電流の測定器や電極の位置制御機構などの機

器が不可欠となる。これに対し、本研究では、形状記憶合金（Shape Memory 

Alloy: SMA）を用いたアクチュエータを利用して、測定器や制御機器お

よび外部制御信号を必要とせず、自律的に極間距離を制御することによ

って放電加工を実現する超小型機構すなわち極間距離自動制御機構を開

発した。 

アクチュエータを用いた極間距離の制御装置による小型放電加工機構

としては、①ソレノイドを使用したもの（齋藤ら、三菱電機）、②ピエ

ゾを使用したもの（古谷ら、豊田工大）、③形状記憶合金を使用したも

の（本間ら、トキ・コーポレーション）がある。①は原理的に小型化が

非常に難しい。②は基本的にフィードバック制御であるために極間電

流・電圧の測定と電極の位置制御が必要となる。③は本研究と基本的に

同じ原理を採用しており、安定な放電加工を実現している。しかし、基

礎研究や詳細解析はほぼ行われていないことに加え、玩具や教材として

の応用志向が強い。 

本研究では、これまで明らかにされてこなかった本機構の動作特性と

加工特性の解明を目標とする。最終的には、設定した各種条件の下で、

加工中の電極の位置決め動作と極間の電流と電圧などを計測できるシス

テムを開発し、計測または測定された各種データから本機構の動作特性

と加工特性を評価する方法を確立する。これによって、本機構に使用さ

れる各種ばねの形状や物性、本機構の運用方法、適用される加工条件な

どが、本機構の動作特性と加工特性にどのような影響を与えるかを明ら

かにする。 

今年度の研究の内容は以下の通りである。 

１．既存の放電加工機を利用した装置による簡易的な評価について 

加工の高速化と長時間使用を実現するための基礎的な条件について調査

した。 

２．目標とするシステムを構成する装置の開発について 

システムの主要部分である放電加工用電源、および、システムの構成につ

いて、基本・詳細設計を行った。 

３．１により判明した SMAばねの不具合を解消するための対策について 

SMAばねが焼損した原因の究明を円滑にはかるための環境を構築した。 
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【様式１】 

概 要 書 

 

研 究 名 

 

切削工具の管理技術と工具研削技術と技能の継承方法に関する

研究 

民間機関等 

(相手方)の名称 

 

株式会社ユタカ（垂井工場） 

 

研究の概要 

 

特殊機械を製作する企業で、一品受注の特殊な機械部品を製作・

組立している。多くの部品はＣＮＣ工作機械ではなく、汎用工作

機で製作している。そのため、汎用工作機による加工技術が業務

の重要な部分を占めている。 

汎用工作機の能力を引き出すためには、多種多様な加工に対応

できる工具の具備及び加工の技術・技能の習得が要求される。 

その中でも特にラジアルボール盤、旋盤、フライス盤による機械

加工において、ドリルでの加工要素は必要不可欠となる。 

本研究では、加工に必要な大径ドリル工具の研削方法と検証お

よび必要とされる技能の検証を行い、その後、当該検証された技

術情報を活用できるシステムを構築し、あわせて技術情報をそ

れぞれの技能とすり合わせ、次世代の後継者に伝承・継承する方

法を模索し構築することを目的としている。 
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【様式１】 

概 要 書

研 究 名 FSR(Field Scouting Robot)の試作と制御に係る研究 

民間機関等 

(相手方)の名称 
ペンタリンク株式会社 

研究の概要 

精密農業といわれる農営手法は作物ごとの育成情報や温湿度等の環境

情報の取得し、圃場のバラツキを把握する手法である。環境情報を蓄積

したビッグデータと作物の育成状態を関連付けることにより、作物の収

量及び品質の最大化を図るとともに、育成に必要な肥料、薬剤、水、燃

料などのコスト最小化を図ることが目的である。近年重要視される持続

可能な開発目標（SDGs）の食糧確保や環境保全と親和性の高い分野であ

る。 

この精密農業を実現するものとして令和 2 年度より遠隔地にある圃場

の調査に特化した小型・無人・自走車両（ASV ( Agri-Sensing Vehicle )）

に関する共同研究を行ってきた。令和 3年度より装置の名称を ASVから

FSR(Field Scouting Robot)へ変更し、引き続き研究を行ってきた。 

これまでの成果は、製品として想定しているサイズの 1/4 サイズの車

両の試作と、自動走行に必要な各種センサ（GPSや 2D-LiDAR 等）による

制御を実現するために、紫紘株式会社から出願中の国際特許を採用した

フレームをさらに進化させた新機構の設計を進めてきた。

R04 年度は 1/4 サイズ車両の問題点の改善と、新機構を搭載した実用

サイズ車両の詳細設計を進めた。
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【様式１】 

概 要 書

研 究 名 バジルの出荷予測システムの試作、および出荷予測に係る研究

民間機関等 

(相手方)の名称 
株式会社システック 

研究の概要 

圃場内の環境データの温度に着目し、データを取得・蓄積することに

より、バジルの出荷時期を予測するシステムの開発を行う。 

本研究については、他の葉物野菜において、積算温度により出荷予測

が可能であるという先行研究に基づいている。バジルについては、その

ような研究の事例がない。作付けする圃場内に温度センサを設置するこ

とによって、1時間ごと計測しクラウドサーバにそのデータを蓄積してゆ

く。このような計測を繰り返しバジルが出荷可能な葉の大きさとなる積

算温度を割り出す。次に、生育途中の積算温度の変化状態から、出荷目

安となる積算温度に到達するまでの日数や出荷予想日付を表示できるよ

うにする。 

本研究でのシステム開発に必要なハードウェアは、電子情報技術科の

既存カリキュラムで制作されたデータロガーを活用し、データ蓄積と表

示をおこなうクラウドサービスについて開発する。本研究では主にこの

ソフトウェアを共同で開発した。
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＜参考４＞ 

【様式１】 

概 要 書

研 究 名 
Ⅹ線応力測定システムを活用したインフラの強度保障のための基礎実験

装置の設計・製作

民間機関等 

(相手方)の名称 独立行政法人国立大学機構 金沢大学人間社会研究域 人間科学系

研究の概要 

【目的】 

 金沢大学が開発した新方式の X線応力測定システムは、X線管球によ

り X線を発生させて対象物から反射してくる回析環を二次元Ｘ線検出器

で計測し、回析環のゆがみや幅から残留応力や硬さなどを測定するシス

テムである。本研究においては、SOI 式超高速イメージング機能を搭載し

たⅩ線応力測定システムの高精度な信頼性を高めるため、測定物へのＸ

線の照射時間の調整ならびに動作時の同期信号を発生する機構の検討を

行う。また、実機計測データの精度向上につながる基礎実験を可能にす

る装置の設計・製作を行い、本装置を用いた実験結果によりＸ線応力シ

ステムを用いた装置の測定精度を評価する。

【概要】 

１．X線発生装置、二次元Ｘ線検出部等の現状確認 

２．機構等の検討・設計 

３．動力、パルス X線制御ならびに NIM 信号発生装置検討実験 

４．駆動部制御方法の検討 

５．実験用測定装置の試作及び動作確認 

６．測定用ワークによる動作検証と測定評価 
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【様式１】 

概 要 書

研 究 名 ディープ・ラーニングによる万願寺とうがらし選別装置の開発 

民間機関等 

(相手方)の名称 
女布万願寺とうがらし生産組合 

研究の概要 

【目的】 

万願寺とうがらしは、唐辛子の形状をしながらも、全く辛くなくピーマンに近

い味の京野菜である。収穫時期は 5 月中旬から 10 月下旬にかけて収穫され

出荷されている。この万願寺とうがらしは、長さと曲がり具合で5 つの等級

(秀・優・良・並・外)に、収穫後すぐに選別され出荷されている。ちなみに商品

として店頭に並び、流通しているものは、秀・優・良の 3 等級のみである。これ

らの判定・選別作業は、全て手作業で行っており、農家の負担は計り知れな

いものがあるので、IT による自動化の余地がある。 

【概要】 

RaspberryPi4B と USB カメラを使用し、画像処理技術と AI 技術(ディープ・

ラーニング)を組み合わせ画像データを学習作業することで得られた学習デー

タ（SavedModel）を使用し作成した選別装置で、実際に農家で判定・選別作業

が可能かを検証する。さらに、判定・選別作業の負担軽減のため、ベルトコン

ベアと選別装置を接続し、自動的に万願寺とうがらしの等級ごとの判定、選

別、かご入れを行う可能性についても検討する。 

１．現状の作業方法の確認 

２．GUI 画面を備えた選別装置の導入 

３．選別精度の向上の検討 

４．半自動撮影・選別 GUI の採用による判定・選別作業時間の短縮 

５．ベルトコンベアとの連携動作 
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【様式１】 概 要 書 

研 究 名 ＡＩを使用したねじ切加工再検査システムの研究開発 

民間機関等 

(相手方)の名称 
株式会社 京伸精機 

研究の概要 

共同研究先の企業では、金属部品にねじ切り加工を実施しているが、

ねじ切り未加工品が混入しまうことがあり、１ロット５万個の全部品の

再検査が必要となることある。これまでの再検査では、人が目視で検査

をしていたが、人は疲労してくると、ねじが切れていない部品を良品と

して出してしまうことが起きる。したがって再検査には熟練者が必要で

あった。 

そこで、本研究では加工完了済みの部品のロット単位の再検査を行う 

“ねじ切り加工再検査システム”の開発を行った。人間は、手を動かせ

るが、目視の間違いが増える。そこで、ベルトコンベアの上に加工済み

部品を人が手で置き、その上を流れる部品を、画像認識で判定し、未加

工品が流れた場合に警報を発生し、ねじ切り未加工品を選別するシステ

ムを作成した。

装置は、人の手でベルトコンベアに置いていくため置き方にむらが必

ず発生する。そこで選別システムの筐体を暗箱とし、照明を工夫し、ね

じ切りの有無を明確に区別できるようした。画像認識の方式として、画

像の種別と位置を同時に、且つ複数個を判定する物体認識(Object 

detection)を採用した。さらにはいくつかの物体認識の方法のうち、 

TensorFlow Object detection APIと学習モデル SSD MobileNet V2を

使用した。学習モデルは、ねじ切り加工済み、ねじ切未加工、ねじが見

えないの３クラスを判定するように転移学習を行い作成した。判定する

システムは、小型コンピュータ Jetson-Xavier-NXを使用し判定を行

い、パトライトおよびベルトコンベアを制御する。 

この装置の性能である未加工品の流出率を定量的に評価する為、統計

的手法を用いて算出した。結果流出率は、2 × 10−24と極めて小さな値と

なり、このシステムで実用的に未加工品の流出を防ぐことができること

がわかる。 

本研究装置は福山校ポリテクビジョンでの動展示にて、共同研究先お

よびロボット SIer である企業の工場長から高い評価を頂いた。
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【様式１】                        概 要 書 

研 究 名 

 

高校生向けドローン学習体験教室向け教材の開発・研究 

 

民間機関等 

(相手方)の名称 

 

オー・エイチ・ティー株式会社 

 

研究の概要 

共同研究先の企業が、在籍・推進している備後半導体技術推進連合会

（以下 BISTECと略す）では、時代の変化に即応できる地域の人材育成や

最先端技術の底上げを目指し、若年者向けにロボット教室を福山職業能

力開発短期大学校と共同で実施している。これまで、中学生を対象に、

ライントレースロボットをテーマに、筐体製作（工作作業）及びプログ

ラミング（グラフィカル言語）を行う内容で実施してきた。近年では、

高校生を対象とした中学生向けより高度な内容の体験教室を実施したい

と考えており、より興味が持てて話題性があり、制御の難易度も高く、

車輪走行ロボットの要素に姿勢制御などの要素を加えられるドローンを

テーマに体験学習をするようなイベントを実施したいと検討していると

ころである。 

ドローンを操縦して体験するような内容は、一般的なイベントでも実

施されているが、BISTECで実施したい体験内容は、①動作原理の理解学

習（ハードウェア）と、②制御プログラミング、といった学術的な部分

に踏み込んだ２つの要素を想定している。 

そこで、体験教室のために必要な筐体及び制御ソフトウェアの検討、

そして使用するテキストといった教材を作成する必要がある。まず、今

年度は制御プログラミング課題の検討・作成を行うこととした。 
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【様式１】 

概 要 書 

 

 

 テープカット装置の開発 

民間機関等 

(相手方)の名称 
株式会社プレックス 

研究の概要 

今回対象なる企業は、リネンサプライ・クリーニング関係の省力機器の製造及び

販売や関連ソフトウェアの開発、福祉・環境関連機器の開発等を行っている会社で

ある。 
リネンサプライ・クリーニング関係の省力機器の製造を行う際に各シャフトにす

べり止めのテープを使用する。このすべり止めテープは使用する機器に応じて従業

員がハサミを使用して手作業で作成をしている。１台当たり４００本程度のすべり

止めテープを使用する機器もあり、業務を実施するうえで非常に効率の悪い作業と

なっている。 
また、使用しているすべり止め用のテープは特殊であり、それを自動的にカット

する機器は市場に無いため、新たにテープカット用の機器の開発が必要となる。 
本共同研究において、すべり止めテープを自動的にカットできる装置の開発を行

い、生産能力を向上させることを目的とする。今年度は、２種類のすべり止めテー

プに対応した機器の設計及びデモ機の開発を目的とする。 
 
 

＜成果物と評価＞ 
（１）カット機構 
テープ挿入口には、シンクロナスモータとソレノイドを組み合わせることにより

スムーズにテープを挿入する機構とした。 
  

 
 

図１ テープ挿入 
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研究の概要 

挿入されたテープは、インダクションモータの回転運動をクランク機構により、

直線運動に変換する手法を使用してカットを行う。 
 

     
           図２ テープカット 
 
 
（２）精度と評価 
 全体の制御は PLC で行う。モータ制御用のセンサは、ラインに設置する都合上、

センサを大きくなくテープが通過しているかの確認できるセンサが望ましく、投光

部と受光部がコの字形にセットされている溝型光電センサを使用することにした。 
 

 
図３ EE-SX672-WR 
 
 

 
図４ 手作業との比較 

 



 

 

研究の概要 

（３）データの蓄積 
 データベース機能を内蔵することで装置の稼働履歴等を蓄積することが可能と

なり、品質管理の向上を図ることができた。 
 

 
        図５ データの蓄積と見える化 
 

（４）携帯端末(スマートフォン)の利用 
 遠隔で稼働状況の確認や作業の開始等ができるとより良いという発想の元、付加

価値として、カットマシンの遠隔操作ができるスマートフォンアプリを製作、導入

を行った。 
 アプリ機能としては、「稼働状況の確認」、「テープカットの開始」、「テープカッ

トの停止」、「稼働履歴の確認」、「機器の登録」、「パスワードの変更」、「稼働完了及

びエラー発生等による通史」である。 

 テーカット装置内に WiFi ルータを設置してネットワーク通信を可能とした。通

信方法はソケット通信を使用した。 

 

図６ 稼働状況画面 
 



 

【様式１】 

概 要 書 
 
研 究 名 トラック荷台製造における溶接歪みのばらつきに影響を及ぼす要因の研究 

民間機関等 

(相手方)の名称 
フジタ自動車工業株式会社 

研究の概要 

 溶接構造のトラック荷台製作において、入熱による歪みは必ず発生

する。見た目にも大きく影響するため、完成後の形状修正工程が不可

欠であるが、これに多くの手聞がかかる。また、溶接する人員や工程

の違いによって歪みの傾向もバラバラである。製造コスト低減のため

に、歪みのばらつきを無くし、歪み量自体も小さくする事が課題であ

る。 

 本研究では前年度までに、溶接歪みのばらつきに影響を及ぼすと思

われる要因について特性要因図を用いて抽出し、それらの製造データ

を採取。MT（マハラノビス・タグチ）システムを用いて、それらの要

因がどの程度溶接歪みのばらつきに影響を与えているか解析を行っ

た。しかしながら、サンプル数不足により十分な結果を得られなかっ

たため今年度も継続して研究を行い、これら要因の影響を明らかにす

ることを目的とした。 

 今年度は新たにサンプル項目を追加して製造データを採取し、これら

を含めた項目の中から特に影響の大きそうな項目に絞り込んで解析を行

い、同時に解析精度を上げるための条件変更も行った。これを繰り返す

ことで、最終的に S/N 比（溶接歪みのばらつきへの影響度）が大きい要

因（製造条件）を高精度で特定できた。 

 特に影響が大きな要因は、前年度までの解析からも予測されていたも

のであり、今年度の解析であらためてその寄与度が高いことが確認でき

た。この要因に関してはすでに対策を始めており、対策前後でどのよう

な変化があるのか結果が出揃うのを待っている状況である。 

 また、この他の要因に対しても随時対策を行っていくこととした。 
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【様式１】 

概 要 書 

研 究 名 3D造形加⼯機の制御品質向上技術を応⽤した 3D切削加⼯機への適⽤について 

民間機関等 

(相手方)の名称 
⽇本⽂理⼤学 ⼤学院 

研究の概要 

加工品質の良い⾼付加価値の加工機やNC工作機械は、10年以上の時間

経過により何らかの原因で使えなくなる。これらの工作機械の中には、機械部

分は精度よく動作しているが、制御部やインターフェースの陳腐化・故障によ

り使えなくなるものが比較的多い。機械部分は長年の使用により逆に安定し

ている加工機もある。これらの安定した加工機構をマイコン等の新しい技術で

蘇らせることをレトロフィットと言う。これは、古いが故に、お互いの部品が安定

し馴染みあった加工機構という意味だけではなく、このような加工機構と新し

い制御技術との融和の意味も含んでいる。このようなレトロフィットした加工機

は、安定した高精度加工が期待できるため、その維持技術も含めて望まれて

いる。 

故障して使えなくなっていた太平産業の PNC-200Fを修復し、近年流通して

いる 3D造形加工機制御ボードを用いた新規リノベーションを計画している。こ

の研究では、3D 切削加工機へのリノベーションを実施しつつ、レトロフィットし

た工作機械を利用して加工動作が実現できる事を検証する。本技術は、3D造

形加工制御技術を適用する予定であり、この技術が組み込まれているボード

は毎年新型が登場しているため、それらを比較検討して、安価で容易なレトロ

フィットを検証する。
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【様式１】 

概 要 書 
 

研 究 名 

 

フレキシブル検査システムの開発 

 

民間機関等 

(相手方)の名称 

 

協和商工株式会社 

 

研究の概要 

昨今、後継者不足や労働力不足などといった問題を抱える小規模な企

業からの人協働ロボット等の需要が増えており、大規模なシステムばか

りではなく半自動のシステム導入の案件も増加傾向にある。 

 このような中、「画像処理＋人の目」という運用ができる半自動シス

テムは、一定規模のユーザーにとって使い勝手の良い提案であると、協

和商工株式会社様は考えており、この様な事例として本共同研究を実施

した。昨年度は１年目であり、ワーク内の２点間の距離を測定する装置

の仕組みを開発した。今年度は昨年度を踏まえて、アクチュエータの見

直し及び細部にわたる機械設計の改良、制御機器の見直し及び制御プロ

グラムの改良、カメラの見直し及び画像解析手法の改良を行った。 

 開発したシステムの概要は以下のとおりである。 

本システムは、検査装置と生産管理システムで構成されており、検査

装置は、ワークの整列及びワークの寸法測定を自動で行う。しかし、画

像処理を用いた検査では、ワークの熱処理などにより色合いが均質でな

い場合、誤認識してしまうことが想定される。そのため位置調整用ダイ

ヤルにより手動で検査を行うこともできる。 

また、生産管理システムでは Web ページ上で、検査に使用するデータ

と検査結果データの格納、検査結果の確認ができる。 

基本的な機能は昨年度と同様であるが、装置のコンパクト化、制御装

置及びカメラの変更、プログラムの改良によって昨年度よりもタクトタ

イムが大幅に短縮され23秒で検査が可能となるなど完成度をより高める

ことができた。 

 

 



一覧へ戻る

koda01
四角形



 

【様式１】 

概 要 書 

 

研 究 名 

 

構造性能評価のための水平構面に関する実験的研究 

 

民間機関等 

(相手方)の名称 

 

株式会社 未来工房 

 

研究の概要 

株式会社未来工房は、福岡県産をはじめとする地域産材および自

然素材にこだわり木材を活用した住宅建築に積極的に取り組んでい

る。従来から、実務設計において、床構面は剛床仮定を前提とする

ものが多く、これにより、耐力壁が負担する耐力を簡便に算定でき

ることなどが考えられる。 

しかしながら、昨今の材料費高騰の影響から、従来使用してきた

材料の調達が極めて困難な状況となった。このため、仕様変更を検

討しているものの、床仕様が複雑であることや新たな仕様を検討す

るにあたっては、構造性能の把握を十分に行ったうえで、実務に応

用することが望ましい。 

そこで本研究は、水平構面の仕様を調達可能な国産材等に変更し、

あわせて接合部仕様の検討を加えたうえで、新たな提案構面に対し

て、面内せん断試験を実施することで、新たな仕様にかかる構造特

性を検討し、実務に寄与することを目的とする。 

   今年度については、仕様変更の検討を中心に進め、面内せん断試

験を立案し一部実施したところである。 
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【様式１】 

概 要 書 

研 究 名 手袋縫製に向けた DF技術の適用について 

民間機関等 

(相手方)の名称 
合同会社  ルキオラエステート 

研究の概要 

私たちは、オーダメードゴルフ手袋を対象にした新しいビジネスモデ

ルを構想している。キーとなる技術は、手の寸法測定であり、その測定

データが手袋縫製工程へ、どのように適用できるかである。この研究で

は、手の測定モデル構造を定義し、手のデジタルデータモデルとして手

の寸法測定システムを構築する。これは、このモデルに応じた測定を実

施すること、モデルデータにより安定した手袋縫製の基礎データ(例えば

型紙)が提供できること、モデルデータにより利用者の手形が再構築でき

ることを目標とする。 

デジタル技術を利用した手の採寸技術の確立とその測定データから 3D

形状把握を行い、縫製技術における「型入れ」「裁断」等の工程にデジ

タルファブリケーション技術を適用する。手の採寸には、現在の有効な

デジタルデバイスとして、デプスカメラを用いた手の計測システムの開

発を行う。更に、この手の計測システムを前提に、利用者の手にフィッ

トするオーダメードゴルフ手袋つくりへのデジタルファブリケーション

技術を適用する。 

koda01
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【様式１】 

概 要 書

研 究 名 船底点検ロボットと水中スコープの開発 

民間機関等 

(相手方)の名称 
株式会社ササキコーポレーション 

研究の概要 

 株式会社ササキコーポレーションが委託管理する新門司マリーナで

は、新門司マリーナではボートの保管・修理を行っている。 

海上係留中に船底に貝類や海藻が付着するとスピードが低下し、航行

中に流木やロープに接触すると船底やプロペラが損傷する。船底を点検

するためにはクレーンによる上架やダイバーによる潜水が必要だが 

即座に対応できず利用者の費用負担も大きい。そこで、海洋レジャーの

安全と振興を目的に、遠隔操作により潜航し、外洋から撮影動画を配信す

る ROV：船底点検ロボットと、桟橋から水中カメラとタブレット端末によ

り船底点検を行う水中スコープを開発した。 

年間の取り組みとして、5 月にハーバーマスターにユーザーヒアリング

を実施し、基本仕様と機能要件を決定した。10 月にマリーナにおいて容

器の水密試験や深度維持試験を実施した。12 月に船底点検作業の実証実

験を実施した。2 月にハーバー主任と共に成果物について評価会を実施し

た。 

成果として、ロボットにおいては、新たな筐体設計により、約 20%の軽

量化を実現し、高密度ポリエチレンを用いて、剛性と運搬性を向上させ

た。また、制御システムのシャーシを一体化することで、メンテナンス性

を向上させた。そして、ロボットとスコープともに、新たな GUI を作成

し、ユーザビリティを向上させた。 

共同研究先企業の方からは、ロボットは一人で運ぶことができ、強度

的にも問題ない。操作画面は視覚的に分かりやすく扱いやすいと評価さ

れ、スコープは持ちやすく取り回しもしやすい。操作画面は視覚的に分

かりやすく扱いやすいと評価された。そして、どちらも現段階で実用で

きる完成度であると評価を頂いた 
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【様式１】 

概 要 書 

研 究 名 防災型モニタリングシステムの開発 

民間機関等 

(相手方)の名称 
事業協同組合薩摩川内市企業連携協議会 

研究の概要 

 近年、自然災害は頻発化・甚大化の傾向がみられ、様々な

対策が必要とされています。また、最近の災害で特徴的な事

は、急激な気象の変化により災害発生までの時間が短くなっ

ている事です。これに対応するには災害が発生しそうな場所

を監視する必要があります。 

 今回のシステムはある自治体からの要望で、河川の水位を

昼夜問わず監視したいという要望から始まっています。要望

として、①河川の状況をインターネット経由で監視できる

事、②独立した電源で動作し、電源の取れない場所でも動作

できること。③急な設置にも対応できる事、④安価である事

が挙げられています。 

 この要望に合わせて、薩摩川内市企業連携協議会・ICT 導

入促進部会では、薩摩川内市の企業を中心に製品の設計・開

発を行っている。将来的にはこの装置を薩摩川内市及び県外

の自治体に使ってもらう事を目標にしている。 
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